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“マラドーナ”ブエノスアイレス南部の貧しい家庭の子として生まれ、天才サッカー少年として脚光を浴び、9歳のとき

に地元のサッカークラブに加入し、アルゼンチン･リーグ史上最年少 15 歳 11 ヶ月でプロ初ゴールを決めました。身長

は160cm台半ばと小柄でずんぐりとした体格であるが、足が非常に速く、フィジカルが強靭でボディバランスと洞察力

に優れ、卓越したテクニックとパスセンスを持っています。ほとんどすべてのプレーを左足一本で行い、メキシコ･ワー

ルドカップ（W杯）の「5人抜き」ドリブルの際も左足しかボールに触れていないそうです。21歳で幼少期からの熱狂

的なファンであったボカ･ジュニアーズを経て欧州に渡り、SSC ナポリではセリエ A 優勝２回、UEFA カップ優勝１回

の立役者となり、「ナポリの王様」としてファンに愛され、在籍時に着けた背番号１０番は永久欠番になりました。ナポ

リの本拠地であるスタディオ･サン･パオロは「スタディオ･ディエゴ･アルマンド･マラドーナ」に決定されました。中村 

 

 

 

 
 
 

◆調査対象企業及びその抽出方法･･･調査対象企業は、建設業法第３条の規定により、建設業の許可を受けている企業(約 

47 万社)から抽出した 12,286 社の個人及び法人 

◆集計方法･･･有効回収 6,785 社のうち、兼業比率が 20％を超える企業(584 社)については集計の対象外とし、残りの計 

6,201 社を集計対象とした。②集計企業を業種別及び経営組織・資本金階層別に分類。③ ②の集計結果を「建設工事施工 

統計調査」から求めた建設業専業企業数(推定約 18 万社)を推定母集団として復元を行い、当該復元値を集計値とした。 

◆調査項目･･･前回調査との継続性について留意し、一方でその時々の建設業をめぐる諸状況を考慮しながら建設業の基本 

的構造の的確な把握・分析を行うため、次の 8 分野について調査を実施した。①基本事項②営業活動③取引関係④経営管 

理⑤従業者⑥建設機械・設備⑦組織化・事業の共同化⑧経営革新・事業の再構築 

◆調査結果の主なポイント●営業活動･直近の営業年度における 1社あたりの平均完工高は、5億 3,930 万円となっている。 

 ･1 社あたりの平均経常利益額は 3,730 万円となっており、増加している。また、経常赤字となっている企業数が前回調査か 

 ら 4.6 ポイント減少しており、建設業の経営状況が改善されていることがうかがえる。･総資本経常利益率(経常利益額÷ 

総資本額)は、全体で 7.0％と前回調査に比べ 6.5 ポイント増加している。･売上高経常利益率(経常利益額÷売上高)は、 

全体で 6.4％と前回調査に比べ 3.2 ポイント増加している。●取引関係･工事代金については、工事施工後の現金受取が 

65.3％と最も高い比率となっており、次いで工事施工中の現金受取が 17.9％、工事施工後の手形受取が 7.2％となって 

いる。･手形期間については、91 日～120 日が 49.2％、90 日以下が 40.9％となっている。･下請工事を受注した際の元請 

企業との契約締結方法については、基本契約書があり注文書と請書を交換するが 25.7％と最も高く、次いで工事ごとの契 

約書が 23.0％、注文書と請書のみの交換が 22.7％で、書面を取り交わす契約は前回調査より 1.5％増加となっている。 

●従業者･1 社あたりの平均従業者数は 13.8 人で前回調査から 0.3 人増加している。･常雇等の雇用者数が 1～10 人の企業 

が全体の 69.1％、11～30 人の企業が 23.9％となっており、あわすと全体の 93.0％が 30 人以下の企業となっている。 

･雇用者のうち女性の占める比率は、1社平均 16.9％であり前回調査より 0.3ポイント増加しており従業者区分別のうち、 

現場労働者は横ばい、現場労働者を除くすべての区分で女性比率は増加している。･保険の加入状況については、医療保 

険加入ありが全体の 89.5％で前回調査より 1.9 ポイント増加、年金保険加入ありが全体の 90.5％で前回調査より 2.8 ポ 

イント増加、雇用保険加入ありが全体の 83.4％で前回調査より 0.3 ポイント増加となっている。       (河野) 

【問い合わせ先】不動産・建設経済局建設市場整備課 03-5253-8111(内線 24814、24844) 

関連資料 https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/content/001367442.pdf 
 

知っちょい得 
配偶者居住権は、被相続人の配偶者が

相続開始時に被相続人が所有する建物

に居住していた場合において、その建

物全部を無償で使用収益することが出

来る権利です。無償とは使用収益する

際の使用料等費用を負担しないでよい

ということです。これは建物に関する

権利であって敷地についての権利では

ありませんが、取得後配偶者が亡くな

るまで存続します。配偶者居住権の取

得方法は、遺産分割協議（家事調停も

含みます。）、遺贈、死因贈与、遺産分

割審判の何れかのみであり、相続させ

る旨の遺言によって取得することはで

きません。（続く） 弁護士 渋谷和洋 
 

千代田区六番町３番地１協和ビル６階 

 

 

 

Ｑ．常勤性の確認書類とはどの

ような書類ですか？ 

 

Ａ．許可申請や変更届を提出さ

れた際、経営業務を管理責任者、

専任技術者及び令第 3 条の使用

人について、現に常勤している

かどうかを確認するための客観

的な証明書類等の提出、提示を

求めています。主な常勤性の確

認書類としては、健康保険被保

険者証(事業所名、資格取得年月

日が記載されているもの)、健康

保険・厚生年金被保険者(資格取

得及び)標準報酬決定通知書等

があります。（中村竜二） 

 

 

 
 

『師走
し わ す

』とは、師匠の僧がお経を上げるた

めに東西を馳(は)せる忙しい月から、「師

が馳せる月」→「しはせつき」→「しわす」

となったという説が有力です。12 月 22

日は二十四節気の一つ『冬至（とうじ）』

冬至は一年で昼が最も短い日です。冬至に

はゆず湯に入り、かぼちゃを食べる風習が

あります。ゆず湯は血行が良くなり身体が

温まるため、風邪を防ぎ皮膚を強くする効

果があるそうです。かぼちゃはビタミン E

やβカロテンが豊富で肌や粘膜を丈夫に

し、感染症などに対する抵抗力をつけるこ

とができ、冬至にかぼちゃを食べると風邪

をひかないと言われ、また、美肌効果の高

い食材です。 冬至の約２週間前に大雪（雪

が激しく降り始めるころ）があり、冬至の

約１ヶ月後に大寒（最も寒さの厳しいこ

ろ）があります。     （澁谷） 

建設業構造実態調査は、建設業の基本的な産業構造及びその中長期的変化を的確に把握し、建設業の構造改善

に向けた施策の企画・立案に当たっての基礎資料を得ることを目的として５年に１度実施しています。 

 
 


